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①土地利用計画図　　②法人の場合は決算書　　③事業経歴書

事　業　計　画　書（資材置場用）
注　資材置場の範囲：資材置場、製品（商品）置場、残土置場、廃車置場、建設機械置場

１　申請人の職業と転用行為との関連

２　現在の置場面積及びその利用状況

３　転用行為を必要とする理由

４　資金計画

収入 支出

用地取得費

造成費

建物等建築費

５　現在の事業所等との位置関係

６　申請地の具体的な利用計画

７　周辺農地への被害防除対策

［添付書類］

様式　事計２

付帯事業費



円 円

事務費

その他

２　現在の置場面積及びその利用状況

様式　事計２

事　業　計　画　書（資材置場用）
注　資材置場の範囲：資材置場、製品（商品）置場、残土置場、廃車置場、建設機械置場

１　申請人の職業と転用行為との関連

○申請人が営んでいる事業内容と、その事業と資材等との内容（種類）との関連性について
記載。

○申請人が申請地以外で現在使用している資材置場等の位置・面積及び利用状況を記載。
　・以前に転用許可を受けた場所については許可年月日を記載

３　転用行為を必要とする理由

○申請地を資材置場として必要とする理由について、「現在の資材置場等ではなぜ足りない
のか」、「なぜこれだけの面積が必要なのか」等を現在の事業規模等と併せて具体的に記
載。

４　資金計画

収入 支出

内
訳

自己資金

内
訳

用地取得費

借入金 造成費

［添付書類］

①土地利用計画図
　資材等のスペースや搬出入路、作業スペースなどの位置関係、周囲農地への影響と
　被害防除策、雨水排水計画等について具体的に記載
②法人の場合は決算書
　直近の会計年度のもの
③事業経歴書
　過去２年間における事業経歴（工事経歴）について、着工（受注）年月、請負（取引先）、
　事業内容、事業金額を一覧表にすること。建築業許可申請等に伴う工事経歴書の写しでも可。

＊記載上の注意

５　現在の事業所等との位置関係

○申請地と事業地等の所在地との距離・時間を記載し、相当な距離がある場合はその場所を
選定した理由（もっと近いところを選定しなかった理由）や事業所や工事規模の往復等、申
請地の利用方法及び管理方法についても記載。

６　申請地の具体的な利用計画

○資材等の内容と量などの関係、周辺農地への影響と被害防除策・排水計画について具体的
に記載。

７　周辺農地への被害防除対策

○周辺農地へ営農上の影響がある場合は対策方法を記載。
　・日照、通風、排水、農地への進入路等営農上の影響を考慮する

その他 建物等建築費

付帯事業費

○収入、支出それぞれ具体的な金額を記載する。

・収入は「自己資金」「借入金」等に区分

・支出は「用地取得費」「造成費」「建物等建築費」「付帯工事」「事務費」等に区分

・資金証明（融資証明・残高証明）を添付


